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１．調査概要 

 

(1) 業務名：日本芸術文化振興会隼町地区地盤調査 

  (2) 業務場所：東京都千代田区隼町 4 番 1号 

  (3) 業務目的：国立劇場内の計画建築物新築工事に伴い、当該地における地盤構成ならびに土

質工学特性を把握し、設計・施工に対し必要な基礎資料を得ることを目的とし

た。 

  (4) 工  期：自）令和 3 年 4 月  9 日 

         至）令和 3 年 8 月 31 日 

(5) 調査内容：機械ボーリング (本孔)     2 箇所     延 130m 

                              (別孔)          2 箇所     延 67m 

         標準貫入試験                  延 130 回 

         孔内水平載荷試験                延 4 回 

         現場透水試験                  延 4 回 

         試料採取（デニソンサンプリング）        延 8 試料 

             （トリプルサンプリング）        延  4 試料 

         ＰＳ検層                    延  120 m 

         常時微動測定(地表 1秒計、5 秒計)          延 4 測点 

               (地中１秒計)               延 2 測点 

         室内土質試験(物理・三軸・圧密・動的変形)     一 式 

(物理・細粒分含有率)         一 式 

(6) 発 注 者：独立行政法人 日本芸術文化振興会 

           TEL 03-3265-6840 

           FAX 03-3265-9042 

  (7) 請 負 者：株式会社 建設地盤 

          東京都荒川区東日暮里 6-18-4 

           TEL  03-3807-1311 

                      FAX  03-3807-1305 
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２．調査結果 

2.1 機械ボーリング結果 

機械ボーリングは、当該地(千代田区隼町 4 番 1号：国立劇場内)における地盤構成の把握およ

び原位置試験(標準貫入試験、PS検層、常時微動測定)を目的として 2 箇所実施した。その後各別

孔で土質工学的特性を把握することを目的として孔内水平載荷試験、現場透水試験、サンプリン

グを実施した。なお、他 1 箇所はｺﾝｸﾘｰﾄにあたり掘削を中止した。(調査位置平面図参照）その各

調査位置の緯度・経度、孔口地盤高を表 2.1.1 に示す。 

表 2.1.1 各調査位置の緯度・経度、孔口地盤高一覧 

調査地点 調 査 位 置 緯 度・経 度 
孔口地盤高 

TP+(m) 

No.1 

No.1(別孔) 

 

千代田区隼町 4番 1 号地内 

(国立劇場内) 

北緯  35°40′ 53.6″ 

東経  139°44′ 39.7″ 
27.338 

No.2-1 

No.2(別孔) 

北緯  35°40′ 56.3″ 

東経  139°44′ 32.7″ 
28.544 

また、各孔の調査内容を表 2.1.2 に示す。 

表 2.1.2 調査内容 

調査地点 
調 査 内 容 

調査深度 L=(m) 項   目 

 

No.1 

 

65 

標準貫入試験(1m 毎) 

孔内水平載荷試験(GL-11m) 

PS 検層(60m) 常時微動測定 

 

No.1(別孔) 

 

33 

サンプリング 

現場透水試験(GL-12m,GL-33m) 

孔内水平載荷試験(GL-19m) 

 

No.2-1 

 

65 

標準貫入試験(1m 毎) 

孔内水平載荷試験(GL-12.35m) 

PS 検層(60m) 常時微動測定 

 

No.2-1(別孔) 

 

34 

サンプリング 

現場透水試験(GL-31m,GL-34m) 

孔内水平載荷試験(GL-20m) 

その結果を「ボーリング柱状図(N 値および孔内水平載荷試験、現場透水試験、サンプリング

深度記載)」として示す。 

当該地における地盤構成を把握するために地質想定断面図（縮尺；H=1：1000,V=1：300）を

作成し、図 2.1.1～図 2.1.2 に示す。 
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中 ぐ ら い ～ 密 な ～ 非 常 に 密 な

酸
化
物
、
ｽ
ｺﾘ
ｱを

混
入
す
る
粘
土

所
々
、
固
結
状
を
呈
す
る

GL
-
31
.
70
m付

近
よ
り
色
調
変
化
す
る

浮
石
粒
、
炭
化
物
を
混
入
す
る

凝 灰 質 粘 土

茶 灰 ～ 暗 灰

硬 い

φ
2
～
3
0m
m位

の
円
礫
～
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘ
ｯｸ
ｽ
は
細
粒
～
粗
粒
砂

含
水
中
位

GL
-
34
.
20
～
34
.
50
m間

、
黄
灰
色
の
細
粒

砂
を
挟
在
す
る

GL
-
36
.
00
m付

近
、
大
礫
を
点
在
す
る

砂 礫

暗 灰

非 常 に 密 な

粒
子
ほ
ぼ
均
一

含
水
や
や
少
な
い
～
中
位

所
々
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
分
)
を
混
入
挟
在
す

る GL
-
37
.
70
～
37
.
80
m間

、
シ
ル
ト
を
介
在

す
る

細 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

粒
子
ほ
ぼ
均
一
で
、
微
細
粒
砂
を
含
む

所
々
、
硬
質
シ
ル
ト
を
介
在
す
る

部
分
的
に
腐
植
物
、
浮
石
粒
を
少
量
混
入

す
る

含
水
や
や
少
な
い
～
中
位

シ
ル

ト
混

じ
り

細
砂

暗 灰

非
常

に
密

な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

微
細
粒
砂
を
不
規
則
に
混
入
介
在
す
る

浮
石
粒
、
腐
植
物
を
少
量
混
入
す
る

所
々
、
細
粒
砂
と
の
互
層
状
を
呈
す
る
所

あ
り

GL
-
44
.
80
m付

近
よ
り
微
細
粒
砂
を
全
体

に
含
有
す
る

砂 質 固 結 シ ル ト

暗 灰

固 結 し た

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

腐
植
物
、
浮
石
粒
を
少
量
混
入
す
る

粘
性
や
や
少
な
い

微
細
粒
砂
を
シ
ー
ム
状
に
薄
層
状
に
介
在

す
る

固 結 シ ル ト

暗 灰

固 結 し た

φ
2
～
3
0m
m位

の
円
礫
、
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘ
ｯｸ
ｽ
は
粗
粒
砂

含
水
中
位

砂 礫

暗 灰

非 常 に 密 な

粒
子
不
均
一
で
、
中
粒
砂
を
若
干
含
む

所
々
、
小
礫
混
入
す
る

含
水
中
位

細 砂

暗 灰

非
常

に
密

な

φ
2
～
2
0m
m位

の
円
礫
、
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘ
ｯｸ
ｽ
は
中
粒
～
粗
粒
砂

含
水
中
位

GL
-
53
.
20
～
53
.
30
m間

、
固
結
シ
ル
ト
挟

在
す
る

砂 礫

暗 灰

非 常 に 密 な

粒
子
や
や
不
均
一
～
ほ
ぼ
均
一

含
水
や
や
少
な
い
～
中
位

部
分
的
に
φ
2～

5m
m位

の
小
礫
混
入
す
る

GL
-
55
.
00
m～

57
.5
0m
間
、
中
粒
砂
、
石
英

粒
を
混
入
す
る

GL
-
58
.
00
m付

近
、
雲
母
微
片
を
少
量
混

入
す
る

GL
-
59
.
00
m付

近
、
粒
子
ほ
ぼ
均
一

GL
-
60
.
00
m付

近
よ
り
石
英
粒
を
や
や
混

入
し
、
粒
子
不
均
一
に
な
る

GL
-
63
.
00
m～

64
.5
0m
付
近
、
粒
子
ほ
ぼ

均
一
に
な
る

GL
-
65
.
00
m付

近
、
中
粒
砂
を
少
量
混
入

す
る

非
常
に
締
ま
っ
て
い
る

細 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

孔 内 水 位 (m
)

／ 測 定 月 日 3.
10

5/
22

8.
80

5/
23

9.
80

5/
24

13
.6

0
5/

25

14
.1

0
5/

27

21
.6

0
5/

29

22
.8

0
6/

1

23
.0

0
6/

2

標
 
 
準

 
 
貫
 
 
入

 
 
試

 
 
験

深 度 (
m) 1.
15

1.
48

2.
15

2.
49

3.
15

3.
45

4.
15

4.
45

5.
15

5.
46

6.
15

6.
45

7.
15

7.
46

8.
15

8.
45

9.
15

9.
45

10
.1

5

10
.4

5

11
.1

5

11
.4

5

12
.1

5

12
.4

5

13
.1

5

13
.4

5

14
.1

5

14
.4

5

15
.1

5

15
.4

5

16
.1

5

16
.4

5

17
.1

5

17
.4

5

18
.1

5

18
.4

5

19
.1

5

19
.4

5

20
.1

5

20
.4

5

21
.1

5

21
.4

5

22
.1

5

22
.3

9

23
.1

5

23
.4

3

24
.1

5

24
.4

4

25
.1

5

25
.4

5

26
.1

5

26
.4

4

27
.1

5

27
.4

2

28
.1

5

28
.4

5

29
.1

5

29
.4

0

30
.1

5

30
.4

4

31
.1

5

31
.4

5

32
.1

5

32
.4

5

33
.1

5

33
.4

5

34
.1

5

34
.4

1

35
.1

5

35
.3

3

36
.0

0

36
.0

5

37
.1

5

37
.3

5

38
.1

5

38
.3

4

39
.1

5

39
.3

7

40
.1

5

40
.3

4

41
.1

5

41
.3

5

42
.1

5

42
.3

6

43
.1

5

43
.3

8

44
.1

5

44
.3

7

45
.1

5

45
.3

4

46
.1

5

46
.3

5

47
.1

5

47
.4

1

48
.1

5

48
.3

7

49
.1

5

49
.3

1

50
.1

5

50
.2

7

51
.1

5

51
.2

6

52
.1

5

52
.2

4

53
.1

5

53
.2

5

54
.1

5

54
.2

2

55
.1

5

55
.2

1

56
.1

5

56
.2

0

57
.1

5

57
.2

2

58
.1

5

58
.2

4

59
.1

5

59
.2

3

60
.1

5

60
.2

2

61
.1

5

61
.2

3

62
.1

5

62
.2

5

63
.1

5

63
.2

4

64
.1

5

64
.2

2

65
.1

5

65
.2

1

10
cm

ご
と

の

打
撃

回
数

0 ～ 1
0 1 1 8 1 1 1 31 1 1 8 2 5 3 2 4 6 9 4 5 6 4 4 4 9 18 15 18 12 16 17 10 16 15 4 3 12 18 28 60 5 28 31 18 28 26 20 17 19 27 24 15 21 28 38 42 60 9 60 60 7 60 6 60 5 60 7 60 9 60 8 60 7 60 8 60 60 9 60 7 60 6

1
0 ～ 2
0 1 1 2 1 1 2 12 2 7 3 2 4 7 12 4 6 7 5 5 6 11 22 19 20 13 20 21 14 21 18 5 4 14 22 32 8 32 29 9 32 32 9 34 32 29 29 33 9 36 16 28 32 6 22 2 18 1

2
0 ～ 3
0 2 13 2 16 2 2 2 1 11 3 8 3 3 4 8 16 5 7 8 7 6 7 13 20 4 26 8 22 9 17 24 9 22 7 16 23 5 27 9 6 4 15 20 6 10 2 8 1 14 3 12 2 29 6 11 2

打 撃 回 数 / 貫 入 量 (
cm
)

4 33 4 34 5 30 4 30 1 31 4 30 4 31 7 30 20 30 9 30 7 30 12 30 21 30 37 30 13 30 18 30 21 30 16 30 15 30 17 30 33 30 60 24 60 28 60 29 42 30 60 29 60 27 40 30 60 25 60 29 15 30 11 30 41 30 60 26 60 18 60 5 60 20 60 19 60 22 60 19 60 20 60 21 60 23 60 22 60 19 60 20 60 26 60 22 60 16 60 12 60 11 60 9 60 10 60 7 60 6 60 5 60 7 60 9 60 8 60 7 60 8 60 10 60 9 60 7 60 6

N
 
 
 
 
 
値

0
10

20
30

40
50

60

4 4 5 4 1 4 4 7 20 9 7 12 21 37 13 18 21 16 15 17 33 75 64 62 42 62 67 40 72 62 15 11 41 69 10
0

36
0

90 95 82 95 90 86 78 82 95 90 69 82 11
3

15
0

16
4

20
0

18
0

25
7

30
0

36
0

25
7

20
0

22
5

25
7

22
5

18
0

20
0

25
7

30
0

原
位

置
試

験

深 度 (
m
)

11
.0

0

34
.0

0

60
.0

0

試
験

名

お
よ

び
結

果

孔
内
水

平
載
荷
試
験

Em
=7
.
55
0M
N
/m
2

常
時
微

動
測
定

PS
検

層

試
料

採
取

深 度 (
m
)

1.
15

1.
48

3.
15

3.
45

5.
15

5.
46

7.
15

7.
46

9.
15

9.
45

11
.1

5

11
.4

5

13
.1

5

13
.4

5

15
.1

5

15
.4

5

17
.1

5

17
.4

5

19
.1

5

19
.4

5

21
.1

5

21
.4

5

23
.1

5

23
.4

3

25
.1

5

25
.4

5

27
.1

5

27
.4

2

29
.1

5

29
.4

0

31
.1

5

31
.4

5

33
.1

5

33
.4

5

35
.1

5

35
.3

3

37
.1

5

37
.3

5

39
.1

5

39
.3

7

41
.1

5

41
.3

5

43
.1

5

43
.3

8

45
.1

5

45
.3

4

47
.1

5

47
.4

1

49
.1

5

49
.3

1

51
.1

5

51
.3

6

53
.1

5

53
.2

5

55
.1

5

55
.2

1

57
.1

5

57
.2

2

59
.1

5

59
.2

3

61
.1

5

61
.2

3

63
.1

5

63
.2

4

65
.1

5

65
.2

1

試 料 番 号 1P
-1

1P
-2

1P
-3

1P
-4

1P
-5

1P
-6

1P
-7

1P
-8

1P
-9

1P
-1
0

1P
-1
1

1P
-1
2

1P
-1
3

1P
-1
4

1P
-1
5

1P
-1
6

1P
-1
7

1P
-1
8

1P
-1
9

1P
-2
0

1P
-2
1

1P
-2
2

1P
-2
3

1P
-2
4

1P
-2
5

1P
-2
6

1P
-2
7

1P
-2
8

1P
-2
9

1P
-3
0

1P
-3
1

1P
-3
2

1P
-3
3

採 取 方 法 ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○-

室 内 試 験 (    )

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

掘 進 月 日 5 21 5 22 5 23 5 24 5 25 5 27 5 29 5 30 3
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ボ
ー
リ
ン
グ

柱
状

図

調
査

名
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

隼
町

地
区

地
盤

調
査

事
業

・
工

事
名

ボ
ー

リ
ン

グ
名

N
o
.
1
(
別

孔
)

調
査

位
置

東
京

都
千

代
田

区
隼

町
4
番

1
号

北
緯

3
5
°

4
0
’

5
3
.
6
”

東
経

1
3
9
°

4
4
’

3
9
.
7
”

発
注

機
関

独
立

行
政

法
人

 
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

調
査

期
間

令
和

 
3
年

 
6
月

 
3
日

 
～

 
3
年

 
6
月

 
1
1
日

調
査

業
者

名
株

式
会

社
 
建

設
地

盤
電

話
(
0
3
-
3
8
0
7
-
1
3
1
1
)
主

任
技

師
後

藤
 
和

宏
現

場
代

理
人

後
藤

　
拓

治
コ

ア
鑑

定
者

篠
崎

 
一

磨
ボ

ｰ
リ
ン

グ
責

任
者

上
坂

　
悌

二

孔
口

標
高

TP
+2
7.
33
8m

角 度

18
0°

0°

9
0°

上 下

方 向

0°

90
°

18
0°

27
0
°北

東

南

西

地 盤 勾 配
90
°水

平
0°

鉛 直

使 用 機 種

試
錐

機
Y
B
M
-
0
5
D
A
-
2

ハ
ン

マ
ー

落
下

用
具

半
自

動
落

下

エ
ン

ジ
ン

N
F
D
1
0

ポ
ン

プ
T
O
H
O
 
B
G
3
B

総
掘

進
長

 3
3.
00
m

ボ
ー
リ
ン
グ
No

5
3

3
9

4
5

1
9

0
0

1

シ
ー

ト
No

標 尺 (
m)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

標 高 (m
)

 2
6.

44

 2
2.

24

 1
9.

44

 1
8.

54

 1
6.

74

 1
5.

64

 1
2.

44

  
7.

74

 -
3.

46

 -
5.

26

 -
5.

66

層 厚 (
m
)

  
0
.9

0

  
4
.2

0

  
2
.8

0

  
0
.9

0

  
1
.8

0

  
1
.1

0

  
3
.2

0

  
4
.7

0

 1
1
.2

0

  
1
.8

0

  
0
.4

0

深 度 (
m
) 0.
90

5.
10

7.
90

8.
80

10
.6

0

11
.7

0

14
.9

0

19
.6

0

30
.8

0

32
.6

0

33
.0

0

柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

ｶﾞ
ﾗ・

礫
混
在
す
る
粘
性
土

GL
-0
.5
0m
付
近
よ
り
色
調
若
干
変
化
す
る

盛 土

暗
褐

～
暗

茶
褐

概
ね
均
質
な
ロ
ー
ム
で
、
若
干
小
塊
状
を

呈
す
る

炭
化
物
、
ｽｺ
ﾘｱ
を
混
入
す
る

粘
性
中
位
～
や
や
強
い

GL
-2
.5
0m
付
近
よ
り
軽
石
粒
を
少
量
混
入

す
る

GL
-4
.7
0m
付
近
よ
り
粘
性
強
く
な
る

GL
-5
.0
0m
付
近
、
粘
土
質
を
呈
す
る

ロ － ム

茶 褐

軟 ら か い ～ 中 位

粘
性
強
い
粘
土
で
、
凝
灰
質
を
呈
す
る

酸
化
物
を
不
規
則
に
混
入
す
る

軽
石
粒
を
少
量
混
入
す
る

茶
褐
色
、
乳
灰
色
の
粘
土
混
合
挟
在
す
る

凝 灰 質 粘 土

乳 茶 灰

非
常

に
軟

ら
か

い
～

軟
ら

か
い

粒
子
不
均
一
で
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
分
)を

含
有
す
る

浮
石
粒
を
混
入
す
る

含
水
中
位

シ
ル

ト
質
細

砂
乳 灰

緩 い

粒
子
ほ
ぼ
均
一

浮
石
粒
を
極
少
量
混
入
す
る

所
々
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
分
)を

含
み
固
結
状

を
呈
す
る

含
水
中
位

GL
-9
.8
0m
付
近
よ
り
色
調
変
化
す
る

細 砂

暗
茶

灰
～

黄
褐

灰

中
ぐ

ら
い

～
緩

い

微
細
粒
～
細
粒
砂
と
の
互
層
状
を
呈
す
る

酸
化
物
、
浮
石
粒
を
若
干
混
入
す
る

粘
性
や
や
弱
い

砂
質

シ
ル
ト

茶 灰

中 位

粒
子
不
均
一
で
、
部
分
的
に
φ
2～

5m
m位

の
細
礫
混
入
す
る

所
々
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
分
)を

含
み
固
結
状

を
呈
す
る

GL
-1
2.
70
m付

近
よ
り
粒
子
ほ
ぼ
均
一
に

な
る

酸
化
物
を
少
量
混
入
す
る

GL
-1
3.
50
m付

近
よ
り
色
調
変
化
し
、
粒

子
不
均
一
に
な
る

浮
石
質
中
粒
砂
を
混
入
す
る

含
水
中
位

細 砂

黄 褐 灰 ～ 黄 灰

中 ぐ ら い ～ 密 な

粒
子
不
均
一
で
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

介
在

す
る

含
水
中
位

浮
石
質
中
粒
砂
を
混
入
す
る

GL
-1
6.
60
m付

近
よ
り
粒
子
ほ
ぼ
均
一
に

な
る

酸
化
物
を
少
量
混
入
す
る

GL
-1
8.
80
m付

近
よ
り
色
調
若
干
変
化
す

る 細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

帯
状
に
挟
在
す
る

シ ル ト 混 じ り 細 砂

黄 灰 ～ 暗 黄 灰

中 ぐ ら い

上
部
(G
L-
20
.0
0m
付
近
)細

粒
分
の
含
有

や
や
多
い

粒
子
ほ
ぼ
均
一
で
、
微
細
粒
砂
を
褐
色
を

帯
び
る

炭
化
物
を
少
量
混
入
す
る

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
分
)を

少
量
混
入
す
る

含
水
や
や
少
な
い
～
中
位

GL
-2
2.
60
～
22
.8
0m
間
、
シ
ル
ト
を
挟
在

す
る

GL
-2
2.
90
m付

近
よ
り
色
調
変
化
し
、
浮

石
質
中
粒
砂
を
混
入
し
粒
子
不
均
一
に
な

る 固
結
状
の
シ
ル
ト
を
若
干
挟
在
す
る

GL
-2
4.
70
m付

近
よ
り
色
調
変
化
し
、
不

規
則
に
な
る

GL
-2
5.
80
m付

近
よ
り
色
調
変
化
す
る

帯
状
に
褐
色
を
呈
す
る

GL
-2
7.
70
m付

近
よ
り
色
調
変
化
し
、
粒

子
ほ
ぼ
均
一
に
な
る

黄
褐
色
の
砂
と
互
層
状
を
呈
す
る

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

帯
状
に
介
在
す
る

細 砂

暗 黄 灰 ～ 黄 灰 ～ 緑 青 灰 ～ 黄 褐 灰 ～ 暗 黄 灰

中 ぐ ら い ～ 密 な ～ 非 常 に 密 な

酸
化
物
、
ｽｺ
ﾘｱ
を
混
入
す
る
粘
土

所
々
、
固
結
状
を
呈
す
る

GL
-3
1.
70
m付

近
よ
り
色
調
変
化
す
る

浮
石
粒
、
炭
化
物
を
混
入
す
る

凝 灰 質 粘 土

茶 灰 ～ 暗 灰

硬 い

φ
2～

30
mm
位
の
円
礫
～
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘｯ
ｸｽ
は
細
粒
～
粗
粒
砂

含
水
中
位

砂 礫

暗 灰

非
常

に
密

な

孔 内 水 位 (m
)

／ 測 定 月 日 27
.4

3
6/

10

標
 
 
準
 
 
貫
 
 入

 
 
試
  
験

深 度 (
m)

10
cm

ご
と

の

打
撃

回
数

0 ～ 10

10 ～ 20

2
0 ～ 3
0

打 撃 回 数 / 貫 入 量 (c
m)

N
 
 
  
 
値

0
10

20
30

40
50

60

原
位

置
試

験

深 度 (m
)

12
.0

0

12
.5

0

19
.0

0

33
.0

0

33
.5

0

試
験

名

お
よ

び
結

果

現
場
透
水
試
験
(注

水
法
)

k=
1.
36
E-
04
cm
/s

孔
内
水
平
載
荷
試
験

Em
=3
4.
46
4M
N/
m2

現
場
透
水
試
験
(回

復
法
)

k=
3.
67
E-
03
cm
/s

試
料

採
取

深 度 (
m
)

2.
50

3.
60

6.
50

7.
20

10
.6

0

11
.2

5

16
.0

0

16
.8

0

25
.0

0

25
.7

0

31
.0

0

31
.7

5

試 料 番 号 1D
-
1

1D
-
2

1D
-
3

1T
S
-1

1T
S
-2

1D
-
4

採 取 方 法 ○D ○D ○D ○D

室 内 試 験 (    )

物
理
 

三
軸

物
理
 

三
軸
 

変
形

物
理
 

三
軸
 

圧
密

物
理
 

三
軸
 

変
形

物
理
 

三
軸
 

変
形

物
理
 

三
軸
 

圧
密
 

変
形

掘 進 月 日 6 3 6 5 6 7 6 8 6 9 4

4



ボ
ー
リ

ン
グ
柱

状
図

調
査

名
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

隼
町

地
区

地
盤

調
査

事
業

・
工

事
名

ボ
ー

リ
ン

グ
名

N
o
.
2
-
1

調
査

位
置

東
京

都
千

代
田

区
隼

町
4
番

1
号

北
緯

3
5
°

4
0
’

5
6
.
3
”

東
経

1
3
9
°

4
4
’

3
2
.
7
”

発
注

機
関

独
立

行
政

法
人

　
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

調
査

期
間

令
和

 
3
年

 
6
月

 
5
日

 
～

 
3
年

 
6
月

 
1
4
日

調
査

業
者

名
株

式
会

社
　

建
設

地
盤

電
話

(
0
3
-
3
8
0
7
-
1
3
1
1
)
主

任
技

師
後

藤
 
和

宏
現

場
代

理
人

後
藤

 
拓

治
コ

ア
鑑

定
者

篠
崎

 
一

磨
ボ

ｰ
リ
ン

グ
責

任
者

竹
本

 
哲

生

孔
口

標
高

T
P

+2
8.

54
4m

角 度

18
0°

0°

90
°

上 下

方 向

0°

90
°

18
0°

27
0°

北

東

南

西

地 盤 勾 配
90
°水

平
0°

鉛 直

使 用 機 種

試
錐

機
K
R
-
1
0
0
P
B
-
2
S
5

ハ
ン

マ
ー

落
下

用
具

半
自

動
落

下

エ
ン

ジ
ン

N
F
D
9
-
M
E
K

ポ
ン

プ
V
6
-
C

総
掘

進
長

 
65
.2
1m

ボ
ー

リ
ン

グ
No

5
3

3
9

4
5

1
9

0
0

2

シ
ー

ト
N
o

標 尺 (
m
) 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

標 高 (
m
)

 2
5
.9

4

 2
2
.7

9

 1
9
.7

4

 1
8
.7

9

 1
6
.5

4

 1
5
.8

4

  
9.

04

  
5.

64

  
4.

94

 -
0
.6

6

 -
1
.0

6

 -
3
.2

6

 -
5
.1

6

-1
0
.7

6

-1
1
.2

6

-1
3
.0

6

-1
4
.1

6

-1
5
.9

6

-1
7
.3

6

-1
8
.6

6

-2
3
.7

6

-2
6
.4

6

-3
1
.0

6

-3
6
.6

7

層 厚 (
m
)

  
2.

60

  
3.

15

  
3.

05

  
0.

95

  
2.

25

  
0.

70

  
6.

80

  
3.

40

  
0.

70

  
5.

60

  
0.

40

  
2.

20

  
1.

90

  
5.

60

  
0.

50

  
1.

80

  
1.

10

  
1.

80

  
1.

40

  
1.

30

  
5.

10

  
2.

70

  
4.

60

  
5.

61

深 度 (
m
) 2.
60

5.
75

8.
80

9.
75

12
.0

0

12
.7

0

19
.5

0

22
.9

0

23
.6

0

29
.2

0

29
.6

0

31
.8

0

33
.7

0

39
.3

0

39
.8

0

41
.6

0

42
.7

0

44
.5

0

45
.9

0

47
.2

0

52
.3

0

55
.0

0

59
.6

0

65
.2

1

柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

表
層
(ｱ
ｽﾌ
ｧﾙ
ﾄ1
3
cm
、
砕
石
7c
m）

GL
-
0.
2
0～

0
.7
0
m間

、
粘
土
に
ロ
ー
ム
を

不
規
則
に
混
在
す
る

GL
-
0.
7
0～

1
.8
0
m間

、
礫
混
在
す
る
細
砂

GL
-
1.
8
0～

2
.0
0
m間

、
礫
を
混
在
す
る
粘

性
土
で
、
締
固
め
ら
れ
て
い
る

GL
-
2.
0
0m
以
深
、
礫
混
在
す
る
細
砂

盛 土

黒 褐 ～ 暗 黄 灰

概
ね
均
質
な
火
山
灰
質
粘
性
土
(
ﾛｰ
ﾑ)

含
水
や
や
少
な
く
、
粘
性
や
や
弱
い

ｽｺ
ﾘ
ｱを

混
入
す
る

GL
-
5.
0
0m
付
近
よ
り
粘
土
質
を
や
や
呈
す

る

ロ － ム

褐 灰

中 位 ～ 軟 ら か い

粘
性
や
や
強
い
粘
土

炭
化
物
、
ｽ
ｺﾘ
ｱを

少
量
混
入
す
る

GL
-
7.
0
0m
付
近
、
軽
石
粒
を
混
入
す
る

GL
-
7.
3
0m
付
近
よ
り
色
調
変
化
し
、
ｽ
ｺﾘ

ｱ、
酸
化
物
、
軽
石
粒
を
多
く
混
入
す
る

粘
性
や
や
弱
い
～
中
位

GL
-
8.
0
0m
以
深
、
粘
性
や
や
強
く
な
る

凝 灰 質 粘 土

乳 褐 ～ 黄 褐 灰

中 位 ～ 軟 ら か い

上
部
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

多
く
含
む

粒
子
不
均
一
、
中
粒
砂
、
浮
石
粒
を
含
む

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

シ
ル

ト
質

細
砂

暗
黄

灰

非
常

に
緩

い

粒
子
不
均
一

GL
-
10
.
00
m上

部
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)
を
混
入

す
る

炭
化
物
、
浮
石
粒
を
点
在
す
る

含
水
や
や
少
な
い

GL
-
11
.
00
m付

近
、
酸
化
物
を
混
入
す
る

細 砂

暗 黄 灰

緩 い

粘
性
弱
い

全
体
に
微
細
粒
砂
と
の
互
層
状
を
呈
す
る

GL
-
12
.
30
m付

近
、
砂
分
や
や
多
い

ｽｺ
ﾘ
ｱ、

炭
化
物
を
少
量
混
入
す
る

砂
質

シ
ル

ト

暗 黄 灰

中 位

粒
子
不
均
一

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)、

微
細
粒
砂
を
不
規
則
に

混
入
す
る

含
水
少
な
い

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

GL
-
15
.
00
m付

近
、
酸
化
砂
を
介
在
し
、
粒

子
ほ
ぼ
均
一

GL
-
16
.
00
m付

近
、
浮
石
粒
を
含
む

GL
-
16
.
30
m以

深
、
φ
5～

10
mm
位
の
礫
点

在
す
る

GL
-
17
.
00
m付

近
、
粘
土
を
薄
く
介
在
す

る GL
-
18
.
00
m付

近
、
酸
化
砂
を
介
在
す
る

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 黄 灰

中 ぐ ら い

粒
子
ほ
ぼ
均
一

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

不
規
則
に
混
入
す
る

含
水
や
や
少
な
い

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

シ ル ト 混 じ り 微 細 砂

暗 黄 灰

中 ぐ ら い

粒
子
微
細
粒
で
、
や
や
締
ま
っ
て
い
る

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
）
を
含
有
す
る

含
水
や
や
少
な
い

有
機
物
を
少
量
混
入
す
る

シ
ル

ト
質

微
細

砂

暗 黄 灰

中
ぐ

ら
い

粒
子
不
均
一

GL
-
26
.
50
m付

近
迄
、
中
粒
砂
を
含
む

含
水
や
や
少
な
い

GL
-
26
.
50
～
GL
-
29
.2
0
m間

、
細
粒
分
(ｼ
ﾙ

ﾄ)
、
微
細
粒
砂
を
含
む

細 砂

暗 黄 灰

密 な ～ 中 ぐ ら い ～ 密 な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

粘
性
や
や
弱
い

固
結

シ
ル

ト
暗
黄

灰

粒
子
ほ
ぼ
均
一
、
細
粒
分
を
含
む

含
水
や
や
少
な
い

全
体
に
酸
化
し
た
砂
層
を
挟
む

雲
母
微
片
を
混
入
す
る

細 砂

暗 黄 灰

非 常 に 密 な

軟
質
な
シ
ル
ト

ｽｺ
ﾘ
ｱ、

炭
化
物
を
混
入
す
る

含
水
少
な
く
粘
性
や
や
弱
い

GL
-
33
.
00
m付

近
、
細
粒
の
浮
石
を
混
入

す
る

凝 灰 質 シ ル ト

暗 灰

軟 ら か い

φ
5
～
3
0m
m位

の
円
礫
～
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘ
ｯｸ
ｽ
は
中
粒
～
粗
粒
砂

含
水
や
や
多
い

所
々
、
φ
5
0m
m位

の
大
礫
点
在
す
る

GL
-
38
.
00
～
39
.
00
m間

、
掘
進
中
逸
水
あ

り GL
-
39
.
00
m付

近
、
砂
質
シ
ル
ト
を
挟
む

砂 礫

暗 灰

非 常 に 密 な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

微
細
粒
砂
を
含
有
介
在
す
る

粘
性
や
や
弱
い

砂
質

固
結

シ
ル

ト

暗
緑

灰

粒
子
ほ
ぼ
均
一

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
）
を
含
み
固
結
状
を
呈
す
る

粘
性
弱
い

含
水
や
や
少
な
い

所
々
、
砂
質
シ
ル
ト
状
を
呈
す
る

シ
ル

ト
質

微
細

砂

暗 灰

非 常 に 密 な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

微
細
粒
砂
を
混
在
す
る

粘
性
や
や
弱
い

固
結

シ
ル

ト
暗 灰

固
結

し
た

粒
子
不
均
一

全
体
に
固
結
状
を
呈
す
る

含
水
少
な
い

所
々
、
固
結
シ
ル
ト
を
薄
層
状
に
挟
在
す

る GL
-
43
.
80
～
44
.
20
m間

、
細
粒
砂
主
体

シ ル ト 質 細 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

炭
化
物
を
混
入
す
る

所
々
、
微
細
粒
砂
を
混
入
す
る

固
結

シ
ル

ト
暗 灰

固 結 し た

粒
子
や
や
不
均
一

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
し
コ
ア
状
を

呈
す
る

GL
-
46
.
00
m付

近
、
浮
石
を
多
く
混
入
す

る GL
-
47
.
00
m付

近
よ
り
粒
子
や
や
均
一
に

な
る

細 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

含
水
少
な
く
、
固
結
状
を
呈
す
る

所
々
、
微
細
粒
砂
を
混
入
す
る

GL
-
51
.
00
m付

近
、
有
機
物
を
多
く
混
入

す
る

細
粒
の
浮
石
を
少
量
混
入
す
る

GL
-
51
.
00
m以

深
、
全
体
に
微
細
粒
砂
を

含
有
す
る

固 結 シ ル ト

暗 灰

固 結 し た

φ
5
～
3
0m
m位

の
亜
円
礫
主
体

ﾏﾄ
ﾘ
ｯｸ
ｽ
は
粗
粒
砂

含
水
や
や
多
い

砂 礫

暗 灰

非 常 に 密 な

上
部
、
φ
5
～
10
mm
位
の
亜
円
礫
混
入
す

る 細
中
粒
砂
主
体

粒
子
不
均
一

GL
-
57
.
00
m以

深
、
粗
粒
砂
主
体
で
φ
2～

10
m
m位

の
亜
円
礫
点
在
す
る

GL
-
59
.
00
m付

近
、
細
粒
砂
混
入
す
る

含
水
中
位

中 粗 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

上
部
(G
L-
61
.0
0
m迄

)、
φ
5～

10
mm
位
の

亜
円
礫
点
在
す
る

微
細
粒
砂
を
混
入
す
る

粒
子
不
均
一

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

含
水
中
位
～
や
や
多
い

所
々
、
浮
石
粒
を
混
入
す
る

GL
-
62
.
00
～
63
.
00
m間

、
全
体
に
微
細
粒

砂
を
混
入
す
る

GL
-
64
.
00
m付

近
、
小
礫
点
在
す
る

粒
子
ほ
ぼ
均
一
に
な
る

細 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

孔 内 水 位 (m
)

／ 測 定 月 日 8.
20

6/
8

15
.0

0
6/

9

15
.2

0
6/

10

15
.8

5
6/

11

18
.8

5
6/

12

標
 
 
準

 
 
貫
 
 
入

 
 
試

 
 
験

深 度 (
m) 1.
65

1.
95

2.
15

2.
45

3.
15

3.
45

4.
15

4.
45

5.
15

5.
45

6.
15

6.
45

7.
15

7.
51

8.
15

8.
54

9.
15

9.
49

10
.1

5

10
.4

5

11
.1

5

11
.4

5

12
.1

5

12
.4

7

13
.1

5

13
.4

5

14
.1

5

14
.4

5

15
.1

5

15
.4

5

16
.1

5

16
.4

5

17
.1

5

17
.4

5

18
.1

5

18
.4

5

19
.1

5

19
.4

5

20
.1

5

20
.4

5

21
.1

5

21
.4

5

22
.1

5

22
.4

5

23
.1

5

23
.4

5

24
.1

5

24
.4

5

25
.1

5

25
.4

5

26
.1

5

26
.4

5

27
.1

5

27
.4

5

28
.1

5

28
.4

5

29
.1

5

29
.4

5

30
.1

5

30
.3

8

31
.1

5

31
.3

7

32
.1

5

32
.4

5

33
.1

5

33
.4

9

34
.1

5

34
.3

2

35
.1

5

35
.2

5

36
.1

5

36
.2

7

37
.1

5

37
.2

9

38
.1

5

38
.3

0

39
.1

5

39
.4

4

40
.1

5

40
.4

0

41
.1

5

41
.3

6

42
.1

5

42
.3

4

43
.1

5

43
.3

3

44
.1

5

44
.3

5

45
.1

5

45
.3

6

46
.1

5

46
.2

9

47
.1

5

47
.3

8

48
.1

5

48
.3

1

49
.1

5

49
.3

3

50
.1

5

50
.3

5

51
.1

5

51
.4

5

52
.1

5

52
.2

9

53
.1

5

53
.2

2

54
.1

5

54
.2

0

55
.1

5

55
.2

5

56
.1

5

56
.2

3

57
.1

5

57
.2

2

58
.1

5

58
.2

5

59
.1

5

59
.2

3

60
.1

5

60
.2

6

61
.1

5

61
.2

2

62
.1

5

62
.2

3

63
.1

5

63
.2

2

64
.1

5

64
.2

2

65
.1

5

65
.2

1

10
cm

ご
と

の

打
撃

回
数

0 ～ 1
0 4 4 1 1 1 12 1 18 1 17 1 20 1 20 2 2 2 12 5 5 4 4 3 2 4 3 3 4 5 10 9 7 9 9 8 11 16 1 1 28 60 37 32 38 15 8 15 23 24 23 14 32 9 24 23 21 8 32 60 7 60 5 60 60 8 60 7 60 60 8 42 60 7 60 8 60 7 60 7 60 6

1
0 ～ 2
0 10 4 2 2 1 1 12 1 11 1 19 1 14 2 3 2 5 6 4 5 3 3 5 4 4 4 8 14 15 8 10 15 10 28 28 1 1 32 7 23 2 28 4 22 5 18 21 29 37 9 36 8 37 32 28 4 31 36 6 37 8 39 16 28 4 18 1

2
0 ～ 3
0 18 5 2 2 1 8 1 8 2 3 2 6 6 4 5 3 5 5 5 6 5 12 19 19 10 15 23 10 21 3 16 2 1 2 14 27 9 31 5 16 1 14 1 20 3 26

打 撃 回 数 / 貫 入 量 (
cm
)

32 30 13 30 5 30 5 30 3 30 2 30 3 36 2 39 2 34 6 30 8 30 6 32 16 30 17 30 12 30 14 30 9 30 10 30 14 30 12 30 13 30 13 30 25 30 43 30 43 30 25 30 34 30 47 30 28 30 60 23 60 22 3 30 4 34 60 17 60 10 60 12 60 14 60 15 60 29 60 25 60 21 60 19 60 18 60 20 60 21 60 14 60 23 60 16 60 18 60 20 50 30 60 14 60 7 60 5 60 10 60 8 60 7 60 10 60 8 60 11 60 7 60 8 60 7 60 7 60 6

N
 
 
 
 
 
値

0
10

20
30

40
50

60

32 13 5 5 3 2 3 2 2 6 8 6 16 17 12 14 9 10 14 12 13 13 25 43 43 25 34 47 28 78 82 3 4 10
6

18
0

15
0

12
9

12
0

62 72 86 95 10
0

90 86 12
9

78 11
3

10
0

90 50 12
9

25
7

36
0

18
0

22
5

25
7

18
0

22
5

16
4

25
7

22
5

25
7

25
7

30
0

原
位

置
試

験

深 度 (
m
)

12
.3

5

34
.0

0

60
.0

0

試
験

名

お
よ

び
結

果

孔
内
水

平
載
荷
試
験

Em
=6
.
64
2M
N
/m
2

常
時
微

動
測
定

PS
検

層

試
料

採
取

深 度 (
m
)

1.
65

1.
95

3.
15

3.
45

5.
15

5.
45

7.
15

7.
51

9.
15

9.
49

11
.1

5

11
.4

5

13
.1

5

13
.4

5

15
.1

5

15
.4

5

17
.1

5

17
.4

5

19
.1

5

19
.4

5

21
.1

5

21
.4

5

23
.1

5

23
.4

5

25
.1

5

25
.4

5

27
.1

5

27
.4

5

29
.2

0

29
.4

5

31
.1

5

31
.3

7

33
.1

5

33
.4

9

35
.1

5

35
.2

5

37
.1

5

37
.2

9

39
.3

0

39
.4

4

41
.1

5

41
.3

6

43
.1

5

43
.3

3

45
.1

5

45
.3

6

47
.1

5

47
.2

0

49
.1

5

49
.3

3

51
.1

5

51
.4

5

53
.1

5

53
.2

2

55
.1

5

55
.2

5

57
.1

5

57
.2

2

59
.1

5

59
.2

3

61
.1

5

61
.2

2

63
.1

5

63
.2

2

65
.1

5

65
.2

1

試 料 番 号 2-
1P
-1

2-
1P
-2

2-
1P
-3

2-
1P
-4

2-
1P
-5

2-
1P
-6

2-
1P
-7

2-
1P
-8

2-
1P
-9

2-
1P
-1
0

2-
1P
-1
1

2-
1P
-1
2

2-
1P
-1
3

2-
1P
-1
4

2-
1P
-1
5

2-
1P
-1
6

2-
1P
-1
7

2-
1P
-1
8

2-
1P
-1
9

2-
1P
-2
0

2-
1P
-2
1

2-
1P
-2
2

2-
1P
-2
3

2-
1P
-2
4

2-
1P
-2
5

2-
1P
-2
6

2-
1P
-2
7

2-
1P
-2
8

2-
1P
-2
9

2-
1P
-3
0

2-
1P
-3
1

2-
1P
-3
2

2-
1P
-3
3

採 取 方 法 ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○- ○-

室 内 試 験 (    )
細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

粒
度
(

沈
降
分

析
)

細
粒
分

含
有
率

細
粒
分

含
有
率

掘 進 月 日 6 5 6 7 6 8 6 9 6 10 6 11 6 12 5
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ボ
ー
リ
ン
グ

柱
状

図

調
査

名
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

隼
町

地
区

地
盤

調
査

事
業

・
工

事
名

ボ
ー

リ
ン

グ
名

N
o
.
2
-
1
(
別

孔
)

調
査

位
置

東
京

都
千

代
田

区
隼

町
4
番

1
号

北
緯

3
5
°

4
0
’

5
6
.
3
”

東
経

1
3
9
°

4
4
’

3
2
.
7
”

発
注

機
関

独
立

行
政

法
人

　
日

本
芸

術
文

化
振

興
会

調
査

期
間

令
和

 
3
年

 
6
月

 
1
5
日

 
～

 
3
年

 
6
月

 
2
1
日

調
査

業
者

名
株

式
会

社
　

建
設

地
盤

電
話

(
0
3
-
3
8
0
7
-
1
3
1
1
)
主

任
技

師
後

藤
 
和

宏
現

場
代

理
人

後
藤

 
拓

治
コ

ア
鑑

定
者

篠
崎

 
一

磨
ボ

ｰ
リ
ン

グ
責

任
者

竹
本

 
哲

生

孔
口

標
高

TP
+2
8.
54
4m

角 度

18
0°

0°

9
0°

上 下

方 向

0°

90
°

18
0°

27
0
°北

東

南

西

地 盤 勾 配
90
°水

平
0°

鉛 直

使 用 機 種

試
錐

機
K
R
-
1
0
0
P
B
-
2
S
5

ハ
ン

マ
ー

落
下

用
具

半
自

動
落

下

エ
ン

ジ
ン

N
F
D
9
-
M
E
K

ポ
ン

プ
V
6
-
C

総
掘

進
長

 3
4.
00
m

ボ
ー
リ
ン
グ
No

5
3

3
9

4
5

1
9

0
0

2

シ
ー

ト
No

標 尺 (
m)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

標 高 (m
)

 2
5.

94

 2
2.

79

 1
9.

74

 1
8.

79

 1
6.

54

 1
5.

84

  
9.

04

  
5.

64

  
4.

94

 -
0.

66

 -
1.

06

 -
3.

26

 -
5.

16

 -
5.

46

層 厚 (
m
)

  
2
.6

0

  
3
.1

5

  
3
.0

5

  
0
.9

5

  
2
.2

5

  
0
.7

0

  
6
.8

0

  
3
.4

0

  
0
.7

0

  
5
.6

0

  
0
.4

0

  
2
.2

0

  
1
.9

0

  
0
.3

0

深 度 (
m
) 2.
60

5.
75

8.
80

9.
75

12
.0

0

12
.7

0

19
.5

0

22
.9

0

23
.6

0

29
.2

0

29
.6

0

31
.8

0

33
.7

0

34
.0

0

柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

表
層
(ｱ
ｽﾌ
ｧﾙ
ﾄ1
3c
m、

砕
石
7c
m）

GL
-0
.2
0～

0.
70
m間

、
粘
土
に
ロ
ー
ム
を

不
規
則
に
混
在
す
る

GL
-0
.7
0～

1.
80
m間

、
礫
混
在
す
る
細
砂

GL
-1
.8
0～

2.
00
m間

、
礫
を
混
在
す
る
粘

性
土
で
、
締
固
め
ら
れ
て
い
る

GL
-2
.0
0m
以
深
、
礫
混
在
す
る
細
砂

盛 土

黒 褐 ～ 暗 黄 灰

概
ね
均
質
な
火
山
灰
質
粘
性
土
(ﾛ
ｰﾑ
)

含
水
や
や
少
な
く
、
粘
性
や
や
弱
い

ｽｺ
ﾘｱ
を
混
入
す
る

GL
-5
.0
0m
付
近
よ
り
粘
土
質
を
や
や
呈
す

る

ロ － ム

褐 灰

中 位 ～ 軟 ら か い

粘
性
や
や
強
い
粘
土

炭
化
物
、
ｽｺ
ﾘｱ
を
少
量
混
入
す
る

GL
-7
.0
0m
付
近
、
軽
石
粒
を
混
入
す
る

GL
-7
.3
0m
付
近
よ
り
色
調
変
化
し
、
ｽｺ
ﾘ

ｱ、
酸
化
物
、
軽
石
粒
を
多
く
混
入
す
る

粘
性
や
や
弱
い
～
中
位

GL
-8
.0
0m
以
深
、
粘
性
や
や
強
く
な
る

凝 灰 質 粘 土

乳 褐 ～ 黄 褐 灰

中 位 ～ 軟 ら か い

上
部
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

多
く
含
む

粒
子
不
均
一
、
中
粒
砂
、
浮
石
粒
を
含
む

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

シ
ル

ト
質
細

砂
暗
黄

灰

非
常

に
緩

い

粒
子
不
均
一

GL
-1
0.
00
m上

部
、
細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

混
入

す
る

炭
化
物
、
浮
石
粒
を
点
在
す
る

含
水
や
や
少
な
い

GL
-1
1.
00
m付

近
、
酸
化
物
を
混
入
す
る

細 砂

暗 黄 灰

緩 い

粘
性
弱
い

全
体
に
微
細
粒
砂
と
の
互
層
状
を
呈
す
る

GL
-1
2.
30
m付

近
、
砂
分
や
や
多
い

ｽｺ
ﾘｱ
、
炭
化
物
を
少
量
混
入
す
る

砂
質

シ
ル
ト

暗 黄 灰

中 位

粒
子
不
均
一

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)、

微
細
粒
砂
を
不
規
則
に

混
入
す
る

含
水
少
な
い

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

GL
-1
5.
00
m付

近
、
酸
化
砂
を
介
在
し
、
粒

子
ほ
ぼ
均
一

GL
-1
6.
00
m付

近
、
浮
石
粒
を
含
む

GL
-1
6.
30
m以

深
、
φ
5～

10
mm
位
の
礫
点

在
す
る

GL
-1
7.
00
m付

近
、
粘
土
を
薄
く
介
在
す

る GL
-1
8.
00
m付

近
、
酸
化
砂
を
介
在
す
る

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 黄 灰

中 ぐ ら い

粒
子
ほ
ぼ
均
一

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
)を

不
規
則
に
混
入
す
る

含
水
や
や
少
な
い

雲
母
微
片
を
少
量
混
入
す
る

シ ル ト 混 じ り 微 細 砂

暗 黄 灰

中 ぐ ら い

粒
子
微
細
粒
で
、
や
や
締
ま
っ
て
い
る

細
粒
分
(ｼ
ﾙﾄ
）
を
含
有
す
る

含
水
や
や
少
な
い

有
機
物
を
少
量
混
入
す
る

シ
ル

ト
質
微

細
砂

暗 黄 灰

中
ぐ

ら
い

粒
子
不
均
一

GL
-2
6.
50
m付

近
迄
、
中
粒
砂
を
含
む

含
水
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Tos3
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Tnc2-s
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Tns2

Ａ Ａ’

Tnc2-s

No.2-1(別孔)

No.2-1

No.2(別孔)

No.2

No.1(別孔)

No.1

24.50m既存No.1

15
.2
5m

3.15m

16
.
50
m

3.35m

7
.9

0
m

8
.
77

m

1.58m

5.
1
5m

6
.2

0
m

3.15m

2.65m

1
3.

0
0m

1.61m

層　厚

(m)

ローム質土の盛土

瓦礫混在粘土質状の埋土

Lm ローム 3.15～4.20 (2.50)

Lc 凝灰質粘土 2.80～3.05 (3.90)

Tos1 シルト質細砂 細砂 2.70～3.20 (2.10)

Toc1 砂質シルト 0.70～1.10 (1.40)

Tos2 シルト混じり細砂 細砂 7.90～10.90(9.50)

Tos3 細　砂 8.20～11.20(9.50)

Toc2 凝灰質粘土 1.80～1.90 (2.10)

(Tos4) （細  砂) (0.90)

Tog 砂　礫 4.80～5.60 (3.20)

Tnc1 砂質シルト(シルト) 0.50(1.30以上)

Tns1 細砂　シルト質細砂 1.80～1.90 (2.50)

Tnc2 固結砂質シルト　固結シルト 8.50～10.70

Tnc2-s シルト質細砂 粗砂 1.30～1.80

Tng 砂 礫 (一部細砂挟在) 2.7～4.90

Tns2 細　砂　中粗砂 10.21～11.91以上

第1粘性土

更

　

　

新

 

　
　

　

世

記 号 主 な 土 質
年 代

地　　層　　名
地 質

第

　

　

四

 

　
　

　

紀

第1粘性土

第3砂質土

礫 質 土

東京層

礫  質  土

盛土・埋土層 B
0.90～2.60

(3.00)
現 世

第2砂質土

挟在砂質土

上総層群
舎人層

(    )内既存調査結果による

第1砂質土

関東ローム層

ローム質粘土層

第2砂質土

第2粘性土

(第4砂質土)

第1砂質土

第2粘性土

地 質 層 序 表

0 m 20 30 40 50 m10

図4.1.1　地質想定断面図（縮尺;H=1:1,000 V=1:300)

凡　　　例

断 面 切 線 図

Ａ

Ａ’

：調査ボーリング（本孔）

〈 凡　例 〉

：既往調査ボーリング（平成12年実施）

：調査ボーリング（別孔）
：断面切線

Ａ Ａ’
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Tnc1 砂質シルト(シルト) 0.50(1.30以上)

Tns1 細砂　シルト質細砂 1.80～1.90 (2.50)

Tnc2 固結砂質シルト　固結シルト 8.50～10.70

Tnc2-s シルト質細砂 粗砂 1.30～1.80

Tng 砂 礫 (一部細砂挟在) 2.7～4.90

Tns2 細　砂　中粗砂 10.21～11.91以上
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図4.1.2　地質想定断面図（縮尺;H=1:1,000 V=1:300)

凡　　　例

断 面 切 線 図

Ｂ

Ｂ’

：調査ボーリング（本孔）

〈 凡　例 〉

：既往調査ボーリング（平成12年実施）

：調査ボーリング（別孔）
：断面切線

Ｂ Ｂ’
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 2.2 標準貫入試験結果 

標準貫入試験は、原位置における土の硬軟あるいは締まり具合の相対指数である N値を把握す 

ることを目的として No.1(本孔)、No.2-1(本孔)地点において１m ごとに実施した。 

  その結果を「ボーリング柱状図」の N 値欄に示す。 

  各地層の N値と硬軟・締まり具合を表 2.2.1 に示す。 

表 2.2.1 各地層の N 値と硬軟・締まり具合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N 値にばらつきがある場合等の設計に用いる N 値は、各データの標準偏差を用いて次式によ

り算出した値とする。その算出した結果を表 2.2.2 に示す。 

設計 N 値≒層別平均 N 値－標準偏差(σ)／2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃﾞｰﾀ数

個 実測値 平均値

B 4 5～32 15 - -

Lm 10 3～ 6 4 中位 -

Lc 10 1～ 6 3 軟 -

Tos1 7 2～20 9 - 緩

Toc1 3 6～10 8 硬 -

Tos2 28 9～37 18 - 中位

Tos3 28 17～60以上(88) 51 - 密

Toc2 6 3～15 8 硬 -

(Tos4) 1 60以上(68) 68 - 極密

Tog 13  41～60以上(150) 120 - 極密

Tnc1 2 60～60以上(94) 77 堅 -

Tns1 4 60以上(72～94) 84 - 極密

Tnc2 14  50～60以上(113) 87 堅 -

Tnc2-s 3 60以上(129) 106 - 極密

Tng 8 60以上(82～150) 137 - 極密

Tns2 23 60以上(150) 150 - 極密

第2粘性土

第1砂質土

関東ローム層

ローム質粘土層

第2砂質土

第2粘性土

(第4砂質土)

第3砂質土

礫 質 土

東京層

礫  質  土

平均N値：N値60以上は30cm貫入あたりに換算した値(上限150)より算出(整数値：四捨五入)

実測N値：地層境界のN値は除く

第2砂質土

挟在砂質土

上総層群
舎人層

データ数：既存調査結果を含む

第1砂質土

第1粘性土

N  値

盛土・埋土層

相対稠度 相対密度記 号地　　層　　名

第1粘性土
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表 2.2.2 設計 N値算出結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 4 15 12.12 8.94 9

Lm 10 4 0.94 3.53 4

Lc 10 3 1.5 2.25 2

Tos1 7 9 5.66 6.17 6

Toc1 3 8 2.08 6.96 7

Tos2 28 18 6.62 14.69 15

Tos3 28 51 21.03 40.49 40

Toc2 6 8 4.47 5.77 6

(Tos4) 1 68 - - 68

Tog 13 120 40.26 99.87 100

Tnc1 2 77 24.02 64.99 65

Tns1 4 84 9.14 79.43 79

Tnc2 14 87 14.84 79.58 80

Tnc2-s 3 106 20.25 95.88 96

Tng 8 137 25.67 124.17 124

Tns2 23 150 0 150 150

第1砂質土

礫 質 土

東京層

礫  質  土

平均N値：N値60以上は30cm貫入あたりに換算した値(上限150)より算出(整数値：四捨五入)

標準偏差
(σ)

設計N値記 号地　　層　　名

第1粘性土

データ数：既存調査結果を含む

上総層群
舎人層

ﾃﾞｰﾀ
数

平均N値 平均N-σ/2

第1粘性土

盛土・埋土層

(第4砂質土)

第3砂質土

設計N値：整数値(四捨五入)

第2粘性土

第1砂質土

関東ローム層

ローム質粘土層

第2砂質土

第2粘性土

実測N値：地層境界のN値は除く

第2砂質土

挟在砂質土
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2.3 孔内水平載荷試験結果 

孔内水平載荷試験は、横方向荷重に対する地盤ならびに変形特性を把握することを目的とし 

て、ボーリング各孔の東京層第 1 粘性土(Toc1)、東京層第 2 砂質土(Tos2)に対して実施した。 

   その結果を表 2.3.1 に示す。 

表 2.3.1 孔内水平載荷試験結果表 

ボーリング 

番号 No 

試験深度 

GL-(m) 

地 質 

記 号 

土 質 名 

(現場観察) 
N 値 

地盤係数 

Km(MN/m3) 

変形係数 

Em(MN/m2) 

No.1 11.00 Toc1 砂質シルト 7/30 134.440 7.550 

No.1(別孔) 19.00 Tos2 シルト混じり細砂 15/30 621.390 34.464 

No.2-1 12.35 Toc1 砂質シルト 6/32 113.993 6.642 

No.2-1(別孔) 20.00 Tos2 シルト混じり微細砂 12/30 572.256 32.921 

1MN/m2≒1000kN/m2 

2.4 現場透水試験結果 

現場透水試験は、土の透水性を把握することを目的として、東京層砂質土(Tos2，Tos3)礫質 

土(Tog)に対して実施した。 

その試験は、ボーリング単孔を利用した透水試験（JGS 1314-2012）に準拠し、測定は先端透

水区間を設けたピエゾメータ法により、水位回復および低下と経過時間の測定を行った。 

透水係数(k)は、回復水位(回復法)および低下水位(注水法)と時間の関係から算出した。 

その結果を表 2.4.1 に示す。 

表 2.4.1 現場透水試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

各層の粒度試験結果の 20％粒径(D20)関係より推定した透水係数を表 2.4.2 に示す。 

   現場透水試験結果の透水係数と粒度試験結果の推定透水係数の比較表を表 2.4.3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験 深度 透水係数

GL- (m) 地 層 名 記号 土 質 名 GL- (m) TP+(m) K (cm/sec)

測定
方法

注水

回復

回復

回復

No.1
(別孔)

No.2-1
(別孔)

砂　礫

33.00～33.50 東京層礫質土

-

27.43

Tog

22.23

28.40

Tos2
シルト混じり

細砂

Tog 砂　礫

東 京 層
第2砂質土

対 象 地 層

東 京 層
第3砂質土

Tos3 細　砂

1.36E-04

3.67E-03

4.97E-03

3.31E-03

調 査
地 点

0.14434.00～34.50

31.00～31.50

東京層礫質土

安定水位

-

-0.092

6.314

12.00～12.50
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表 2.4.2 各地層の推定透水係数(粒度試験結果より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.4.3 透水係数の比較表 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 室内土質試験結果 

土質試験は、土の基本的な物性値および土の分類、力学(強度)、圧密、動的変形特性などを 

 把握することを目的として実施した。 

 その試験結果、乱れの少ない試料に対する試験値を表 2.5.1 に示し、乱した試料に対する試 

験値を表 2.5.2～表 2.5.3 に示す。 

推定透水係数

記号 土 質 名 K (cm/sec)

第1砂質土 Tos1 細　砂 9.15～9.45 0.0229 2.91E-03

細　砂 13.15～13.45 0.0667 3.63E-03

シルト混じり細砂 17.15～17.45 0.0080 5.09E-04

細　砂 21.15～21.45 0.0150 4.89E-03

細　砂 27.15～27.42 0.0487 3.51E-03

礫質土 Tog 砂　礫 33.15～33.45 0.2144 1.04E-02

第1砂質土 Tns1 シルト混じり細砂 39.15～39.37 0.0031 1.14E-05

礫質土 Tng 砂　礫 49.15～49.31 0.2443 1.34E-02

第2砂質土 Tns2 細　砂 55.15～55.21 0.0893 2.05E-03

第1砂質土 Tos1 細　砂 11.15～11.45 0.0374 1.52E-04

シルト混じり細砂 15.15～15.45 0.1249 2.89E-03

シルト混じり微細砂 21.15～21.45 0.0899 1.40E-03

細　砂 25.15～25.45 0.1145 2.37E-03

細　砂 27.15～27.45 0.1353 3.52E-03

細　砂 31.15～31.37 0.1351 3.51E-03

礫質土 Tog 砂　礫 35.15～35.25 0.3789 3.95E-02

  第1砂質土 Tns1 シルト質微細砂 41.15～41.36 0.0108 1.29E-05

シルト質細砂 43.15～43.33 0.0123 1.73E-05

細　砂 47.15～47.20 0.0531 3.36E-04

礫質土 Tng 砂　礫 53.15～53.22 0.2063 9.54E-03

中粗砂 57.15～57.22 0.1616 5.24E-03

細　砂 61.15～61.22 0.1439 4.05E-03

試験深度
GL-(m)

20％粒径
(D20）

No.1
第3砂質土

No.2-1

第2砂質土

対 象 地 層

地 層 名

   第2砂質土 Tns2

舎
　
人
　
層

Tos2

 第3砂質土

調 査
地 点

Tos3

東
　
京
　
層

第2粘性土
挟在砂質土

Tnc2-s

舎
人
層

東
　
京
　
層

第2砂質土 Tos2

Tos3

現場透水試験(注水) 現場透水試験(回復) 粒度試験推定値

第1砂質土 Tos1 - - 1.52E-04～2.91E-03

第2砂質土 Tos2 1.36E-04 - 5.09E-04～3.63E-03

第3砂質土 Tos3 - 4.97E-03 2.37～4.89E-03

礫質土 Tog - 3.31～3.67E-03 1.04～3.95E-02

第1砂質土 Tns1 - - 1.14～1.29E-05

礫質土 Tng - - 9.54E-03～1.34E-02

第2砂質土 Tns2 - - 2.05～5.24E-03

- 1.73E-05～3.36E-04-

記号
透水係数　k(cm/s)

地 層 名

第2粘性土
挟在砂質土

Tnc2-s

東
京
層

舎
人
層
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表 2.5.1 乱れの少ない試料に対する試験値一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

213.4

20.4 16.8

1.18E-01

180.1

3.33E-01

10.0

1.12E-01

12.4

-

-

-

136.2

1.03E-01

253.9

7.31E-02

19.4

198.2

3.33E-01

10.814.1

-

-

-

7.50E-02

19.9

147.3

繰り返し三軸
変形特性

 初期剛性率G0(MN/m
2
)

 基準ひずみ γr(％)

 最大減衰率 h0 (％)

-

-

-

-

-

砂まじりｼﾙﾄ
(高液性限界)

細粒分まじり
砂

-

-

-

27.2

31.7

細粒分質砂

8.9

36.2

特性・分類
Tos2層 Tos3層

47.1

21.6

65.4

Lm層 Lc層 Toc1層
地層区分名

5.0

1.1

3.621

97.3

1.340

13.1

0.578

2.671

131.9

-

-

-

-

(S-F)

-

-

細粒分まじり
砂

47.9

細粒分質砂

-

-

(MH-S)

48.5

8.2

(SF)

-

-

-

-

-

(CH-S)

-

-

砂まじりｼﾙﾄ
(高液性限界)

砂まじり粘土
(高液性限界)

-

-

41.3

59.7

7.2

(S-F)

189.7

7.0

1173.6

0.86

(MH-S)

-

-

(SF)

298.3

0.47

-

-

(CLS)

-

-

-

砂質粘土
(低液性限界)

-

粘 土
(高液性限界)

-

76.5

0.434

-

-

-

51.5

9.25E-02

113.9

37.4

140.1

-0.371 0.497

0.629 0.503 0.566

-

66.8

0.1910.471

148.4

62.2

86.2

0.809

- -

- -

- -

0.0507

0.0151

--

-

119.2

0.1205

0.1642

-

-

-

- 52.4

0.529

0.579

0.421

73.0

-

-

-

-

33.9

106.9 43.3

17.1

26.2

0.695

0.1504

0.0624

-

-

-

-

0.2

0.0393

0.0075

0.2671

88.8

4.75

4.87

4.75

0.6 0.8

75.1

4.75

8.8

0.2

48.0

4.75

36.9

53.7

0.0040

-

-

- -

-

50.8

4.75

-

0.0048

48.0

2

-

0.0056

5.0

2

14.7

0.1878 0.2652

2.50

4.75

0.1

93.876.1

18.9

0 0

5.6

46.4

14.3

34.7

0.2

1.909

18.7

1.491

2.670

28.7

0.833

92.0 94.7

28.0

0.791

1.874

18.4

1.456

2.669

94.5

2.717

0.721

2.680

1.864

93.3

1.601

15.7

0.973

2.640

64.6

1.714

99.5

1.403

13.7

24.8

0.969

68.5

1.871

18.3

1.511

2.677

23.8

0.772

82.6

Lc層 Tos2層 Tos3層

34

6.00～6.80 18.00～18.80 27.00～27.80

2 10

16.00～16.80 25.00～25.70 31.00～31.75 3.00～3.80

15

1.358

Toc2層 Lm層

2.674

1.332

2.702

5

1.695

16.6

1.792

17.6

7 18

 ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ指数  Ic

 液性指数　IL

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ特性

 20％粒径　　　D20       (mm)

 10％粒径　　　D10       (mm)

粒
　
度
　
特
　
性

 液性限界　WL  (％)

試 料 番 号 1D-1

Ｎ　値(本孔) 5

試料採取深度　　　GL-(m) 2.50～3.60

1.378

 湿潤体積重量 ρt     (kN/m3) 13.5

 均等係数      Uc

 最大 粒径               (mm)

-

 飽和度　      Sr        (％) 96.1

4.75

物
理
一
般  自然含水比　  Wn        (％) 112.4

 間隙比　      e 3.145

 乾燥密度　   ρd     (g/cm3) 0.649

 土粒子の密度 ρs     (g/cm
3
) 2.690

 湿潤密度　   ρt     (g/cm3)

分類

分　類　記　号 (MH-S)

 粘 着 力　    Cu     (kN/m
2
)

 せん断抵抗角  φu　　  (°)

67.5

13.4
三軸

 粘 着 力　    Ccd    (kN/m2)

-

圧密
 圧密降伏応力　Pc     (kN/m2)

 圧縮係数　    Cc

-

-

 塑性限界  Wp  (％)

74.7

 せん断抵抗角  φcd　   (°)

-

 塑性指数  Ip

35.2

地盤材料の分類名

0.0040

 礫分(2～75mm)           (％)

 砂分(0.075～2mm)        (％)

 平均粒径      D50       (mm)

0.1

6.0

40.1

53.8

-

0.0029

 シルト分(0.005～0.075mm)(％)

0

 粘土分(0.005mm以下)     (％)

1.544

15.1

0.878

2.678

2.6

(CH)

48.9

4.2

-

-

調 査 地 点

1D-2

4

62.2

2

2-1D-1 2-1D-2 2-1TS-1 2-1TS-2

6.50～7.20 10.60～11.25

1TS-21D-3 1TS-1

42

35.6

1.045

92.2

75.9

2.051

99.2

0.2

48.3

40.3

11.2

4.75

48.7

18.5

30.2

24.29

0.071

0.0128

0.0041

No.1(別孔)

2-1D-4

32.00～32.80

3

Toc2層

2-1D-3

6

12.00～12.70

Toc1層

1D-4

18.3

1.378

2.683

35.3

0.947

100.0

(CLS)

1.409

13.8

0.676

2.641

108.4

2.907

98.5

0

16.4

(MHS)

0.955

0.045

31.4

52.2

2

-

1.9

0.0043

-

No.2-1(別孔)

654.5

1.97

砂質シルト
(高液性限界)

-

110.8

57.2

41.2

5.5

285.7

230.2

砂まじりｼﾙﾄ
(高液性限界)

53.6

0.44

砂質粘土
(低液性限界)

102.10

0.0698

0.0073

0.0010

0.305

35.0

16.8

-

-

15.9 8.0

8.2 3.0

35.61

0.2348

36.7

21.8

-

--

- 31.1

13



 

 

表 2.5.2 乱した試料に対する試験値一覧表(No.1 孔) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1P-1 1P-2 1P-3 1P-4 1P-5 1P-6 1P-7 1P-8 1P-9 1P-10 1P-11 1P-12 1P-13 1P-14 1P-15 1P-16 1P-17

4/33 5 1 4/31 20 7 21 13 21 15 33 60以上(64) 42 60以上(67) 60以上(72) 15 41

1.15～1.48 3.15～3.45 5.15～5.45 7.15～7.46 9.15～9.45 11.15～11.45 13.15～13.45 15.15～15.45 17.15～17.45 19.15～19.45 21.15～21.45 23.15～23.43 25.15～25.45 27.15～27.42 29.15～29.40 31.15～31.45 33.15～33.45

Tos1層 Toc1層 Toc2層 Tog層

92.3 91.2 97.6 91.9 - 42.9 - 34.8 - 35.6 - 14.8 18.8 - 17.4 80.5 -

- - - - 2.740 - 2.722 - 2.688 - 2.679 - - 2.695 - - 2.713

- - - - 21.7 - 21.1 - 23.9 - 31.8 - - 24.3 - - 12.7

- - - - 1.1 - 1.1 - 0.2 - 0.0 - - 0 - - 24.3

- - - - 81.9 - 87.8 - 78.2 - 77.7 - - 87.8 - - 62.8

- - - - 11.4 - 7.3 - 12.9 - 16.3 - - 9.3 - - 9.5

- - - - 5.6 - 3.8 - 8.7 - 6.0 - - 2.9 - - 3.4

- - - - 9.5 - 9.5 - 4.75 - 2 - - 2 - - 19

- - - - 17.88 - 4.05 - 26.28 - 10.75 - - 5.02 - - 18.50

- - - - 0.3432 - 0.2182 - 0.1787 - 0.1463 - - 0.2137 - - 0.6145

- - - - 0.1251 - 0.1371 - 0.0626 - 0.0615 - - 0.1351 - - 0.2144

- - - - 0.0229 - 0.0667 - 0.0080 - 0.0150 - - 0.0487 - - 0.0445

- - - - 2.91E-03 - 3.63E-03 - 5.09E-04 - 4.89E-04 - - 3.51E-03 - - 1.04E-02

- - - - (SF) - (S-F) - (SF) - (SF) - - (S-F) - - (SG-F)

1P-18 1P-19 1P-20 1P-21 1P-22 1P-23 1P-24 1P-25 1P-26 1P-27 1P-28 1P-29 1P-30 1P-31 1P-32 1P-33

60以上(100) 60以上(100) 60以上(82) 60以上(90) 60以上(78) 60以上(95) 60以上(69) 60以上(113) 60以上(164) 60以上(180) 60以上(300) 60以上(257) 60以上(225) 60以上(225) 60以上(200) 60以上(300)

35.15～35.33 37.15～37.35 39.15～39.37 41.15～41.35 43.15～43.28 45.15～45.34 47.15～47.41 49.15～49.31 51.15～51.36 53.15～53.25 55.15～55.21 57.15～57.22 59.15～59.23 61.15～61.23 63.15～61.23 65.15～65.21

Tns1層

1.6 16.1 - 77.3 73.4 19.5 58.5 - 15.4 23.9 - 16.5 13.8 11.4 13.5 14.2

- - 2.674 - - - - 2.680 - - 2.738 - - - - -

- - 31.6 - 10.1 - - 20.7 - - - - -

- - 1.0 - - - - 38.3 - - 1.1 - - - - -

- - 42.4 - - - - 52.8 - - 85.6 - - - - -

- - 43.5 - - - - 6.7 - - 10.1 - - - - -

- - 13.1 - - - - 2.2 - - 3.2 - - - - -

- - 4.75 - - - - 19 - - 4.75 - - - - -

- - 28.03 - - - - 19.67 - - 3.61 - - - - -

- - 0.0577 - - - - 0.0577 - - 0.9439 - - - - -

- - 0.0103 - - - - 0.0103 - - 0.2443 - - - - -

- - 0.0031 - - - - 0.0103 - - 0.0893 - - - - -

- - 1.14E-05 - - - - 1.34E-05 - - 2.05E-03 - - - - -

- - (FS) - - - - - - - (S-F) - - - - -

Lm層 Lc層 Tos2層 Tos3層

Tog層 Tnc2層 Tng層 Tns2層

--
細粒分まじり

礫質砂

- -

ボーリング孔番 No.1

ボーリング孔番 No.1

 10％粒径      D10     (mm)

 20％粒径透水係数k   (cm/s)

地盤材料の分類名

分　類　記　号

-

 土粒子の密度   ρs       (g/cm
3
)

粒
　
　
度

 礫分(2～75mm)         (％)

 砂分(0.075～2mm)

 ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm) (％)

 粘土分(0.005mm以下)   (％)

 最大粒径　　　　　　　(mm)

 均等係数      Uc

 平均粒径      D50     (mm)

 20％粒径      D20     (mm)

試 料 番 号

Ｎ　値

試料採取深度　　　GL-(m)

地  層  名

 細粒分含有率　　Fc         (％)

分類

 細粒分含有率　　Fc         (％)

 20％粒径      D20     (mm)

 10％粒径      D10     (mm)

粒
　
　
度

 最大粒径　　　　　　　(mm)

 20％粒径透水係数k   (cm/s)

 土粒子の密度   ρs       (g/cm
3
)

試 料 番 号

Ｎ　値

地  層  名

 ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm) (％)

 粘土分(0.005mm以下)   (％)

 均等係数      Uc

試料採取深度　　　GL-(m)

- - -

 含水比　　　　  Wn         (％)

 含水比　　　　  Wn         (％)

分　類　記　号

 礫分(2～75mm)         (％)

 砂分(0.075～2mm)

地盤材料の分類名

 平均粒径      D50     (mm)

-- -
細粒分まじり

砂
細粒分質砂細粒分質砂 細粒分質砂 - -

細粒分まじり

砂

- - 砂質細粒土 - - -

 N値：(   )内は30cm貫入に換算した値

- -- - - -
細粒分まじり

砂
-

分類
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表 2.5.3 乱した試料に対する試験値一覧表(No.2-1 孔) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1P-1 2-1P-2 2-1P-3 2-1P-4 2-1P-5 2-1P-6 2-1P-7 2-1P-8 2-1P-9 2-1P-10 2-1P-11 2-1P-12 2-1P-13 2-1P-14 2-1P-15 2-1P-16 2-1P-17

32 5 3 3/36 2/34 8 16 12 9 14 13 25 43 34 28 60以上(82) 4/34

1.65～1.95 3.15～3.45 5.15～5.45 7.15～7.51 9.15～9.49 11.15～11.45 13.15～13.45 15.15～15.45 17.15～17.45 19.15～19.45 21.15～21.45 23.15～23.43 25.15～25.45 27.15～27.45 29.20～29.40 31.15～31.37 33.15～33.49

B層 Lc層 Toc2層

18.1 81.4 82.8 91.1 38.8 - 17.8 - 42.1 21.5 - 25.6 - - 43.7 - 77.8

- - - - - 2.702 - 2.668 - - 2.683 - 2.678 2.691 - 2.684 -

- - - - - 32.5 - 21.8 - - 36.5 - 16.5 20.9 - 25.1 -

- - - - - 0.9 - 0 - - 0 - 0.3 1.7 - 0 -

- - - - - 72.7 - 88.1 - - 81.4 - 83.9 86.3 - 89.2 -

- - - - - 20.5 - 9.7 - - 13.8 - 12.2 9.0 - 9.0 -

- - - - - 5.9 - 2.2 - - 4.8 - 3.6 3.0 - 1.8 -

- - - - - 4.75 - 2 - - 2 - 9.5 9.5 - 2 -

- - - - - 28.06 - 3.67 - - 6.45 - 10.06 5.44 - 3.26 -

- - - - - 0.2724 - 0.1910 - - 0.1451 - 0.2796 0.2473 - 0.1978 -

- - - - - 0.0374 - 0.1249 - - 0.0899 - 0.1145 0.1353 - 0.1351 -

- - - - - - 0.0581 - - 0.0247 - 0.0324 0.0676 - 0.0676 -

- - - - - 1.52E-04 - 2.89E-03 - - 1.40E-03 - 2.37E-03 3.52E-03 - 3.51E-03 -

- - - - - (SF) - (S-F) - - (SF) - (SF) (S-F) - (S-F) -

2-1P-18 2-1P-19 2-1P-20 2-1P-21 2-1P-22 2-1P-23 2-1P-24 2-1P-25 2-1P-26 2-1P-27 2-1P-28 2-1P-29 2-1P-30 2-1P-31 2-1P-32 2-1P-33

60以上(100) 60以上(129) 60以上(62) 60以上(86) 60以上(100) 60以上(86) 60以上(78) 60以上(100) 50 60以上(257) 60以上(180) 60以上(257) 60以上(225) 60以上(257) 60以上(257) 60以上(300)

35.15～35.25 37.15～37.29 39.15～39.44 41.15～41.36 43.15～43.33 45.15～45.36 47.15～47.20 49.15～49.33 51.15～51.45 53.15～53.22 55.15～55.25 57.15～57.22 59.15～59.23 61.15～61.22 63.15～63.22 65.15～65.21

Tnc1層 Tns1層 Tnc2-s層 Tnc2層 Tnc2-s層 Tng層

- 10.7 79.2 - - 75.2 - 96.2 92.2 - 13.0 - 12.4 - 8.4 9.1

2.729 - - 2.709 2.685 - 2.668 - - 2.702 - 2.698 - 2.688 - -

7.5 - - 31.1 32.7 - 28.4 - - 9.1 - 10.7 - 18.8 - -

60.8 - - 1 4.5 - 0 - - 53.5 - 26.1 - 0.5 - -

31.4 - - 40.6 42.3 - 74.9 - - 35.6 - 60.8 - 92.1 - -

6.6 - - 46.3 41.8 - 19.4 - - 8.7 - 9.8 - 5.6 - -

1.2 - - 12.1 11.4 - 5.7 - - 2.2 - 3.3 - 1.8 - -

26.5 - - 9.500 19 - 2 - - 19 - 9.5 - 4.75 - -

76.57 - - 22.89 24.58 - 10.34 - - 87.08 - 17.56 - 2.89 - -

5.115 - - 0.0539 0.0660 - 0.1424 - - 2.8503 - 0.5142 - 0.2493 - -

0.3789 - - 0.0108 0.0123 - 0.0531 - - 0.2063 - 0.1616 - 0.1439 - -

0.1046 - - 0.0035 0.0040 - 0.0153 - - 0.0669 - 0.0435 - 0.0992 - -

3.95E-02 - - 1.29E-05 1.73E-05 - 3.36E-04 - - 9.54E-03 - 5.24E-03 - 4.05E-03 - -

(GS-F) - - (FS) (FS) - (SF) - - (GS-F) - (SG-F) - (S-F) - -

       N値：(   )内は30cm貫入に換算した値

細粒分まじり

砂

細粒分まじり

砂質礫
砂質細粒土 砂質細粒土 細粒分質砂

細粒分まじり

砂質礫

細粒分まじり

礫質砂
- -

 礫分(2～75mm)         (％)

 砂分(0.075～2mm)

地盤材料の分類名

試 料 番 号

Ｎ　値

地  層  名

 ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm) (％)

 粘土分(0.005mm以下)   (％)

 均等係数      Uc

試料採取深度　　　GL-(m)

 平均粒径      D50     (mm)

分類

 細粒分含有率　　Fc         (％)

 20％粒径      D20     (mm)

 10％粒径      D10     (mm)

粒
　
　
度

 最大粒径　　　　　　　(mm)

 20％粒径透水係数k   (cm/s)

分　類　記　号

 土粒子の密度   ρs       (g/cm
3
)

 平均粒径      D50     (mm)

 20％粒径      D20     (mm)

試 料 番 号

Ｎ　値

試料採取深度　　　GL-(m)

地  層  名

 細粒分含有率　　Fc         (％)

 含水比　　　　 Wn          (％)

分　類　記　号

-

 土粒子の密度   ρs       (g/cm
3
)

粒
　
　
度

 礫分(2～75mm)         (％)

 砂分(0.075～2mm)

 ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm) (％)

 粘土分(0.005mm以下)   (％)

 最大粒径　　　　　　　(mm)

 均等係数      Uc

-

- -

ボーリング孔番 No.2-1

ボーリング孔番 No.2-1

 10％粒径      D10     (mm)

 20％粒径透水係数k   (cm/s)

Lm層 Tos1層 Tos2層 Tos3層

Tog層 Tnc2層 Tns2層

細粒分まじり

砂
- - 細粒分質砂 - 細粒分質砂

細粒分まじり

砂
- - - 細粒分質砂 -

細粒分まじり

砂
-

 含水比　　　　 Wn          (％)

-- - - -

-

分類
地盤材料の分類名
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 [変形特性：Lc 層] 

(1) 変形特性を求めるための繰り返し三軸試験（JGS 0542） 

No.1 地点における Lc層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.4 に示す。 

     表 2.5.4 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

1D-2 Lc 層 

51.5 

基準ひずみ  γｒ (％) 9.25E-2 

最大減衰率  h0    (％) 14.1 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.1 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.1 G/G0,h～γ関係図(No.1:Lc 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.2 G,h～γ関係図（No.1:Lc 層） 
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No.2-1 地点における Lc層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.5 に示す。 

     表 2.5.5 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.2-1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

2-1D-2 Lc 層 

41.3 

基準ひずみ  γｒ (％) 1.21E-1 

最大減衰率  h0    (％) 12.4 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.3 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.3 G/G0,h～γ関係図(No.2-1:Lc 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.4 G,h～γ関係図(No.2-1:Lc 層) 
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 [変形特性：Tos2 層] 

(1) 変形特性を求めるための繰り返し三軸試験（JGS 0542） 

No.1 地点における Tos2 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.6 に示す。 

     表 2.5.6 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

1TS-1 Tos2 層 

147.3 

基準ひずみ  γｒ (％) 7.50E-2 

最大減衰率  h0    (％) 19.9 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.5 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.5 G/G0,h～γ関係図(No.1:Tos2 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.6 G,h～γ関係図(No.1:Tos2 層) 
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No.2-1 地点における Tos2 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.7 に示す。 

     表 2.5.7 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.2-1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

2-1TS-1 Tos2 層 

136.2 

基準ひずみ  γｒ (％) 1.03E-1 

最大減衰率  h0    (％) 20.4 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.7 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.7 G/G0,h～γ関係図(No.2-1:Tos2 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.8 G,h～γ関係図(No.2-1:Tos2 層) 
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 [変形特性：Tos3 層] 

(1) 変形特性を求めるための繰り返し三軸試験（JGS 0542） 

No.1 地点における Tos3 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.8 に示す。 

     表 2.5.8 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

1TS-2 Tos3 層 

253.9 

基準ひずみ  γｒ (％) 7.31E-2 

最大減衰率  h0    (％) 19.4 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.9 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.10 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.9 G/G0,h～γ関係図(No.1:Tos3 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.10 G,h～γ関係図(No.1:Tos3 層) 
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No.2-1 地点における Tos3 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.9 に示す。 

     表 2.5.9 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.2-1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

2-1TS-2 Tos3 層 

213.4 

基準ひずみ  γｒ (％) 1.18E-1 

最大減衰率  h0    (％) 16.8 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.11 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.12 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.11 G/G0,h～γ関係図(No.2-1:Tos3 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.12 G,h～γ関係図(No.2-1:Tos3 層) 
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[変形特性：Toc2 層] 

(1) 変形特性を求めるための繰り返し三軸試験（JGS 0542） 

No.1 地点における Toc2 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.10 に示す。 

     表 2.5.10 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

1D-4 Toc2 層 

198.2 

基準ひずみ  γｒ (％) 3.33E-1 

最大減衰率  h0    (％) 10.8 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.13 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.14 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.13 G/G0,h～γ関係図(No.1:Toc2 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.14 G,h～γ関係図(No.1:Toc2 層) 

 

 

22



No.2-1 地点における Toc2 層の繰返し三軸試験結果を表 2.5.11 に示す。 

表 2.5.11 変形特性を求めるための繰返し三軸試験結果（No.2-1 孔） 

特  性 試料番号 地 層 名 試 験 結 果 

初期剛性率  G0   (MN/m2) 

2-1D-4 Toc2 層 

108.1 

基準ひずみ  γｒ (％) 3.33E-1 

最大減衰率  h0    (％) 10.0 

     また、G/G0,h～γ関係図を図 2.5.15 に示し、G,h～γ関係図を図 2.5.16 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.15 G/G0,h～γ関係図(No.2-1:Toc2 層) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.16 G,h～γ関係図(No.2-1:Toc2 層) 
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2.6 ＰＳ検層結果 

PS 検層は、ボーリング孔を利用して P波および S 波の弾性波が地盤中を伝播する速度を求 

  めることを目的として、ボーリング各孔において GL-60m 以浅の 1m ごとにサスペンション方式 

にて実施した。 

その結果、モデル地盤表を表 2.6.1～表 2.6.2 に示す。また、総合結果図として図 2.6.1～ 

図 2.6.2 に示す。 
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表 2.6.1 モデル地盤表(No.1 孔) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.90
シルト質細砂 7 650 220

Toc1 砂質シルト 7 990 270 0.461
11.70

細　砂
ｼﾙﾄ混じり細砂

細　砂

60.22

60以上

60以上

60以上

11～15

60以上

60以上

60以上

深  度
GL-(m)

区間速度
ポアソン比

(ν)
地質区分
記号

土　質　名 P波
Vp(m/s)

S波
Vs(m/s)

N　値

細　砂
Tos1

Lc 凝灰質粘土

Lm 盛土・ローム

Tns1

Tnc2

砂　礫

細　砂

シルト混じり
細　砂

Tos2

Tos3 細　砂

細　砂

砂　礫

砂　礫

砂質固結シルト
固結シルト

凝灰質粘土

5.10

10.60

14.90

Tng

Toc2

8.80

39.90

48.40

53.30

19.60

21.50

30.80

32.60

37.40

Tns2

Tog

620 130 0.477

2010

660 170 0.464

690 280 0.401

1020 370 0.424

1160 340

1790 480

1690 430 0.465

0.461

500 0.467

1700 310 0.483

2030 630 0.447

4～5

1～4

1720 410 0.470

0.453

1590 280 0.484

1720 450 0.463

9～20

12～37

13～21

15～33
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表 2.6.2 モデル地盤表(No.2-1 孔) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルト質細砂

12.00
Toc1 砂質シルト 6 680 210 0.447

41.60
Tnc2 固結シルト 60以上 1670 460 0.459

45.90
Tnc2-s 細　砂 60以上 1710 460 0.461

55.00

60.26

Tns2

砂　礫

Tos3

1930 650

1750 520

60以上

60以上

60以上

60以上

60以上

25～60以上

3～4

60以上

44.50
Tnc2-s

Tnc2

47.20

52.30

Tnc2

Tng

Tnc1～
Tns1

凝灰質シルト

砂　礫

42.70

31.80

33.70
Toc2

Tog

39.30
固結砂質シルト
～ｼﾙﾄ質微細砂

固結シルト

シルト質微細砂

固結シルト

2.60

5.75

8.80

12.70

23.60

深  度
GL-(m)

地質区分
記号

土　質　名 P波
Vp(m/s)

シルト混じり細砂
シルト混じり

微細砂
シルト質微細砂

細　砂
固結シルト

細　砂

3～5

2～3

2～8 780

9～25

S波
Vs(m/s)

ポアソン比
(ν)

Tos1
細　砂

Tos2

B 盛　土

Lm ローム

Lc 凝灰質粘土

区間速度

N　値

13～23 450 140 0.446

560 130 0.472

690 140

230

0.479

0.452

1130 300 0.462

1660 460 0.458

1550 210 0.491

0.436

1450 470 0.441

1650 450 0.460

1670 460 0.459

0.452

2020 700 0.432

192060以上 510 0.462
中 粗 砂
細　砂
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図 2.6.1 PS 検層総合結果図(ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ No.1 孔) 
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図 2.6.2 PS 検層総合結果図(ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ No.2-1 孔) 
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 2.7 常時微動測定結果 

  2.7.1 フーリエスペクトル 

ボーリングNo.1孔およびNo.2-1孔におけるフーリエスペクトル図から認められたピーク 

を表2.7.1～表2.7.2に示す。 

表2.7.1 フーリエスペクトルピーク周期一覧(No.1) 

 周    期（秒） 

 

GL-0.0m 

NS 0.22 0.25 0.34                       2.6  3.7      6.8 

EW     0.21 0.25 0.31                       2.6  3.7      6.3 

UD           0.31                      2.6  3.4      6.3 

 

GL-33.0m 

NS           0.26       0.43                             

EW           0.26        0.43                             

UD                0.31                            

                                                                下線：顕著なピーク 

表2.7.2 フーリエスペクトルピーク周期一覧(No.2-1) 

 周    期（秒） 

 

GL-0.0m 

NS 0.27 0.29 0.34                   1.2 1.4       3.9       

EW     0.24 0.30 0.36                   1.2 1.5       4.1  

UD 0.19                                 1.3           4.1 

 

GL-34.0m 

NS           0.29        0.52                             

EW           0.28 0.34                            

UD           0.28 0.33                               

下線：顕著なピーク 

  2.7.2 フーリエスペクトル比 

ボーリングNo.1孔およびNo.2-1孔におけるフーリエスペクトルの地表対地中比図から認 

められたピークを表2.7.3～表2.7.4に示す。 

表2.7.3 フーリエスペクトル比 ピーク周期一覧(No.1) 

 周    期（秒） 

0.0m/-33.0m 

NS   0.17   0.25  0.34 

EW 0.16    0.21 0.31 

UD   0.12     0.20 

下線：顕著なピーク 

表2.7.4 フーリエスペクトル比 ピーク周期一覧(No.2-1) 

 周    期（秒） 

0.0m/-34.0m 

NS     0.16   0.23  0.32 

EW 0.18          0.31 0.36 

UD 0.12 0.18 

下線：顕著なピーク 
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ボーリングNo.1孔およびNo.2-1孔におけるフーリエスペクトルH/V図および地表H/V対地

中H/Vの比図から認められたピークを表2.7.5～表2.7.6に示す。 

表2.7.5 H/V ピーク周期一覧(No.1) 

 周    期（秒） 

GL-0.0m H/V 0.25                       6.8 

GL-33.0m H/V － 

(0.0mH/V)/(-33.0mH/V)  0.25 

下線：顕著なピーク 

表2.7.6 H/V ピーク周期一覧(No.2-1) 

 周    期（秒） 

GL-0.0m H/V 0.31                   7.4 

GL-34.0m H/V － 

(0.0mH/V)/(-34.0mH/V)       0.31 

下線：顕著なピーク 

  2.7.3 S波伝達関数による増幅度特性 

PS検層結果を用いて、重複反射理論による水平地盤の周波数応答関数を計算し、図2.7.1 

   ～図2.7.2に示す。 

① ボーリングNo.1孔 

モデル基盤：Vs=630m/ｓとなるGL-32.60mの砂礫層上端部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.7.1 モデル地盤の伝達関数 

図2.7.1では、GL-32.60mをモデル基盤面としたときは0.32秒にピークが認められた。 
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② ボーリングNo.2-1孔 

モデル基盤：Vs650m/sとなるGL-33.70mの砂礫層上端部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.7.2 モデル地盤の伝達関数 

図2.7.2では、GL-33.70mをモデル基盤面としたときは0.43秒にピークが認められた。 

   以上の評価判定方法による卓越周期を表 2.7.7 に示す。 

表 2.7.7 卓越周期判定評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．設計用土質定数の提案値 

各層の設計用土質定数提案値を表 3.1 に示す。 

なお、本業務で設定した土質定数は，業務対象地点における原位置試験(N 値の推定等)及び土 

 質土質試験結果等より設定したものであり、最終的な設定値ではなく提案値であることに注意さ 

れたい。 

 

 

 地表水平動ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ 0.21～0.34秒付近

 0.0m/-33.0mﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ比 0.16～0.34秒付近

 地表H/V 0.25秒付近

 H/Vの比(0.0m/33.0m） 0.25秒付近

 S波伝達関数計算 0.32秒付近

 地表水平動ﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ 0.24～0.36秒付近

 0.0m/-34.0mﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ比 0.16～0.36秒付近

 地表H/V 0.31秒付近

 H/Vの比(0.0m/34.0m） 0.31秒付近

 S波伝達関数計算 0.43秒付近

No.2-1

卓越固有周期評価

地表H/Vの比において認められた0.25秒

付近のﾋﾟｰｸがﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙで認められた

0.25秒付近のﾋﾟｰｸとS波伝達計算結果の

0.32秒付近に対応している。本調査地

における地盤の卓越周期は0.25～0.32

秒と考えられる。

地表H/Vの比において認められた0.31秒

付近のﾋﾟｰｸがﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙで認められた

0.30秒付近のﾋﾟｰｸとS波伝達計算結果の

0.43秒付近に対応している。本調査地

における地盤の卓越周期は0.30～0.43

秒と考えられる。

ボーリング
孔

各判定方法 卓越周期

No.1
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４．卓越周期および地盤種別 

① 卓越周期 

   常時微動測定結果による卓越周期は、前述した表 2.7.7 によると「0.25～0.43 秒」と判定 

評価される。 

② 地盤種別 

   地盤種別は、表 4.1 に示す判定基準より判定される。 

表 4.1 地盤種別の判定基準 

地盤種別 判 定 基 準 
地 盤 周 期 

Tg(秒) 

第一種地盤 

岩盤，硬質砂れき層その他主として第三紀以前の地層

によって構成されているもの又は地盤周期等について

の調査若しくは研究の結果に基づき，これと同程度の

地盤周期を有すると認められるもの 

Tg ≦ 0.2 

第二種地盤 第一種地盤及び第三種地盤以外のもの 0.2 ＜ Tg ≦ 0.75 

第三種地盤 

腐植土，泥土その他これらに類するもので大部分が構

成されている沖積層（盛土がある場合においてはこれ

を含む。）で，その深さがおおむね30メートル以上の

もの，沼沢，泥海等を埋め立てた地盤の深さがおおむ

ね３メートル以上であり，かつ，これらで埋め立てら

れてからおおむね30年経過していないもの又は地盤周

期等についての調査若しくは研究の結果に基づき，こ

れらと同程度の地盤周期を有すると認められるもの 

0.75 ＜ Tg 

出典：建築物の構造関係技術基準解説書編集委員会（2015）；建築物の構造関係技術基準解説書P300，P306の表を編集 

以上の表 4.1 と卓越固有周期 Tg(0.25～0.43 秒)を照合すると、本調査地の地盤は、「第 

二種地盤」と判定される。 
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